
感染症研究国際展開戦略プログラム

アジア・アフリカの海外研究拠点において、相手国機関と協力し、現地で蔓延する感染症の病原体に対する疫学研究、
診断治療薬等の基礎的研究を推進し、感染制御に向けた予防や診断治療に資する新しい技術の開発等を図る。

概 要

インフルエンザ デング熱 薬剤耐性菌 下痢症感染症４大重点課題
＋結核、エイズ、小児重症肺炎、チクングニア熱

診断・治療薬の実用化

創薬支援ネットワークとの連携

新たな診断・治療薬シーズの開発
治療薬候補物質やワクチン抗原の探索 等

国立感染症研究所との連携

病原体情報（疫学・ゲノム等）の共有
感染経路や病原体保有状況などの疫学調査 等

国内感染症対策への応用

ア ジ ア ・ ア フ リ カ 諸 国 の 海 外 研 究 拠 点 （９か国９拠点）

海外研究拠点を全国の大学や研究機関に開かれた研究拠点とし、感染症に対する疫学研究や診断治療薬等の
開発に向けた基礎研究及び、感染症制御に向けた疫学情報の取得や予防・診断治療に資する医薬品や技術の
開発に関する共同研究を実施。
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ベトナム

治療薬候補物質やワクチン抗原の探索による新たな
診断・治療薬シーズの開発の加速

インフルエンザ、デング熱、薬剤耐性菌、下痢症感染
症に関する拠点横断的な研究コンソーシアムの構築

過去の移動

アフリカへ
戻る

媒介蚊の移動状況の把握

平成２８年度予算案 ：1,928百万円
（平成２７年度予算額 ：1,928百万円）
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